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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成21年7月9日(2009.7.9)

【公開番号】特開2006-179106(P2006-179106A)
【公開日】平成18年7月6日(2006.7.6)
【年通号数】公開・登録公報2006-026
【出願番号】特願2004-370698(P2004-370698)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   5/78     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   5/78    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月27日(2009.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非磁性支持体と、非磁性支持体の一方の面に、少なくとも１層の磁性層を有する磁気テ
ープにおいて、前記磁気テープのエッジウィーブが１μｍ以下であり、かつ前記磁気テー
プの最上層磁性層の長手方向の保磁力ＨｃＭＤと幅方向の保磁力ＨｃＴＤ との差〔ＨｃM

Ｄ－ＨｃTＤ〕が１４０ｋＡ／ｍ以上ＨｃMＤ以下であることを特徴とする磁気テープ。
【請求項２】
　前記磁気テープの長手方向の角形（Ｂｒ／Ｂｍ）MDと幅方向の角形（Ｂｒ／Ｂｍ）TDと
の比［（Ｂｒ／Ｂｍ）MD／（Ｂｒ／Ｂｍ）TD］が３．０以上であることを特徴とする請求
項１に記載の磁気テープ。
【請求項３】
　前記磁気テープの長手方向の保磁力ＨｃＭＤと幅方向の保磁力ＨｃＴＤとの比〔ＨｃM

Ｄ／ＨｃTＤ〕が２．２以上であることを特徴とする請求項１又は２に記載の磁気テープ
。
【請求項４】
　前記磁気テープの長手方向の保磁力ＨｃＭＤが１６０～４００ｋＡ／ｍであることを特
徴とする請求項１～３のいずれかに記載の磁気テープ。
【請求項５】
　カートリッジケース及び前記カートリッジケースに組み込まれた請求項１～４のいずれ
かに記載の磁気記録媒体から成ることを特徴とする、磁気テープカートリッジ。
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